ルーゴン マッカール ソウショ ノ アルコール チュウドク ゼンペン by 寺田, 光徳 et al.
熊本大学学術リポジトリ










寺 田 光 徳                             (         )                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
キーワード：アルコール中毒､ ゾラ､ ルーゴン＝マッカール叢書､ 『居酒屋』
ゾラのルーゴン マッカール叢書で描かれたアルコール中毒症とその遺伝





































































まれた３人の子供ジャン (1831)､ リザ (1827)､ ジェルヴェーズ (1828) が
働けるようになれば､ ジャンやジェルヴェーズからもしょっちゅう給金を巻
き上げる始末であった｡
結局アントワーヌは､ 『繁栄』 中では､ 兄ピエールを筆頭とするボナパル
ティストに掌握されたプラサンから国外に逃亡せざるをえず､ その騒動のほ
とぼりが冷めてからプラサンの近郊テュレットに舞い戻る｡ ルーゴン マッ












融合した (      ) ように現れている大きな悪童だった｡ しかしながら
















下 『自然的遺伝』 と略記) のゾラ自身によるレジュメが含まれている｡ ゾラ
がリュカの 『自然的遺伝』 でどの点に特に着目したかを知る上ではまことに
貴重な資料である｡ そのリュカの著作のなかで､ 上記の 『繁栄』 からの引用
に見られる遺伝に関する ｢融合した (     )｣ は､その名詞形 ｢融合 (    )｣
とともに､ 遺伝の第二類型混成型 (      ) 第一の形式に分類される専門
用語である｡ ゾラ自身のことばで定義すると､ ｢混成型は常に単純な凝集で
あり変形を伴わない｡ このような凝集がもっとも完全な形を呈するものが融






る｡ よく知られているのは叢書第八巻 『愛の一ページ』 の巻頭で1878年に掲





先の 『繁栄』 にあったアントワーヌの遺伝に関わる記述について､ すこし
生成論的な関心から検討を加えてみると､ いずれの系統樹でも､ 遺伝類型は
｢混成－融合形式｣ で､ 書き方に多少のずれはあるものの､ ｢精神的には父親
ルーゴン マッカール叢書のアルコール中毒 (前編) 39





(     ) や飲酒癖 (       ) に替わってアルコール中毒患者 (        )
ということばが使用されている｡ この書き換えの原因を 『一九世紀ラルース
大辞典』 (1866 1879年発行) の《       》およびその補遺第２版 (1890年)
の《        》のそれぞれの記載内容の比較から推論してみると､ アルコー
ル中毒が大きな社会問題化することによって､ どうやら中世から使い古され
て､ ｢飲んだくれ｣ や ｢飲酒癖｣ という一般的な意味も含んだ《              》よりも､ 世間の動向に合わせて､ 専門的で明確な病理学的定義を
与えられた､ しかも人々の注意を引きやすい《                》 (『プ
チ・ロベール仏語辞典』 によると前者は1858年､ 後者は1789年初出) を利用
する方が､ 遺伝症例の記述というゾラの意図にかなっていたからだと考えら
れる｡ ここではそれより､ ゾラの記述においても､ 彼が依拠したリュカにし













はジェルヴェーズである｡ 『繁栄』 の執筆前に構想された系統樹では､ 彼女
については親の ｢酩酊中に身ごもられた｣ ために足が不自由 (       )､ そ




のときの ｢再現｣ と見なし､ 系統樹中に最初から一貫してそのことを記して































な最期を遂げる叢書第七巻 『居酒屋』 (1877) のあとに書かれた､ 1878年の
第二の系統樹では ｢1869年に貧困とアルコール中毒の発作で死去する｣ と記
される｡ 1893年のそれでは ｢アルコール中毒の発作｣ が ｢飲酒癖｣ に改めら
れる｡ リュカによる遺伝類型について見ると､ ジェルヴェーズのところには
最終的に1893年に ｢父親の選択型 (      )｣ と書き込まれる｡ この選択型



















世紀ラルース大辞典』 の病的 ｢飲酒癖｣ (       ) とその補遺 ｢アルコー
ル中毒｣ (        ) の項によってまとめてみると､ 過度のアルコール摂取
が常態化したために､ 身体や精神の諸機能に障害が発生した状態を言う｡ 身
体に関する障害の代表的なものには脂肪肝など肝臓の変性 (             )
があり､ 精神の障害では一時的に幻覚や妄想を引き起こす譫妄 (    ) が
ある｡ 慢性アルコール中毒を代表する極限的な症状は何と言っても ｢振戦譫
妄｣ であり､ それは四肢の震え (振戦) とネズミなどの小動物幻視､ 幻聴な
どの身体､ 精神の異常症状を中毒患者に引き起こす｡
加藤伸勝らによると､７ 1974年の世界保健機関 (ＷＨＯ) の薬物依存委員
会で ｢中毒｣ という症状は薬物が身体に急性の障害を生ずるものに限定され
たので､ 中毒の名は急性アルコール中毒だけに残り､ これまでここで述べて
きたような慢性アルコール中毒は ｢アルコール依存症｣ とされた｡ そうして
アルコール依存に関わる医師の診断基準としては､ 飲酒を止められず､ 酒に
よって暴力をふるったり､ 仕事に支障を来すようになるような状態を ｢アル



















対照的に念頭に置いて､ 必要に応じてこれらの用語を利用したい｡  『居酒屋』 の舞台背景
























ル [後にクーポー]､ 彼はベルガス [後にマッカール] の娘ロール [後








いうのも､ パリにあっては､ 酒に酔い､ 家族バラバラで､ 殴り合いの喧
嘩をするなど､ ありとあらゆる辱めや惨めさを甘受しなければならない
のは､ 過酷な労働､ 雑居状態､ 無頓着等々､ 労働者の生活条件そのもの
から来ているからだ｡ 一言で言えば､ 民衆の汚さ､ だらけた日常､ 粗野
な言葉遣いでもって､彼らの生活を正確に描き出すことである｡ [……]９
こうして労働者の世界を描こうとすればアルコールは彼らと切り離しがた
く結びついていた､ それで 『居酒屋』 ではアルコール中毒を取り上げざるを










境を代表するものとして挙げた ｢市門｣ と ｢酒場｣ には少し注釈が必要であ












称の一部に残っている ｢フォーブール｣ は､ もともと城壁外を意味したこと
ばで､ 新たな城壁が築かれたことによっていつの間にか城壁内に組み込まれ､
意味の上では矛盾を呈するようになった歴史的残滓でもある｡ また現在のラ・
シャペル大通りを含む通称 ｢郭外大通り｣ (               ) も当時は
文字通り城壁外にあったのである｡ そこでかつてのパリ外の住民はパリに入っ






























ただし酒場 (      ) と言っても､ 酒を小売りし､ 食事時には簡単な料理
も出す一般的な酒場から､ もっぱら酒だけを提供し､ 当時は軽蔑的な意味合
いも込めて居酒屋 (     ) と呼ばれたところ､ またこれらに加えてレスト
ランの役割も果たしたカフェまで入っている｡ ところでゾラの小説のタイト
ルとなっている ｢居酒屋｣ の原語《        》は ｢鉛球がついた屠畜用の
棍棒｣ を指しており､ 一九世紀の代表的な辞書である 『一九世紀ラルース大

















『居酒屋』 と市壁 『居酒屋』 のなかでゾラは政治や社会に関する出来事
を通して物語の時期がいつなのかをほのめかしているだけで､ 具体的な年号
は記していない｡ しかし作品を21章に分かち ─最終的にはそれが13章に





この期間にパリ､ 特にこの 『居酒屋』 の舞台となる郭外大通りでは､ 光景
を一変させるような出来事が起こっている｡ それが1860年の12区から20区へ
のパリ拡大に伴う ｢徴税請負人の壁｣ の撤去である｡ そこで1863年頃､ ポワ
ソニエール市門はなくなり､ その後旧ポワソニエ通りの一部は拡幅されオル
ナノ大通り (現在はバルベス大通り) に吸収される (        ､      [     ]および 『パリの歴史街路辞典』 の《       》と《         》の項参









ある｡ この並木道は､ ほとんど真正面､ 今建築中のラリボワジエール病
院の白い建物のところで終わりとなっている｡ 彼女は入市税関の壁に沿っ
















まもなくとり壊されることになる (        ､     [     ]および 『街路































の角にある｡｣ (              [    ]) ところで､ そのポワソニエ通りの
南端に当たる郭外大通りにいたる部分は1863年から現在のバルベス大通り






及した ｢ポワソニエール市門｣ は､ 郭外大通りを挟んでコロンブ親父の＜居
酒屋＞の向かいに位置する｡ ということは､ この＜居酒屋＞は位置からして




繰り返すと､ コロンブ親父の＜居酒屋＞は､ 東西方向では､ 東へ走るラ・
シャペル大通り西へと向かうロシュシュアール大通り､ 南北方向では､ 北へ
上るポワソニエ通り､ 市門を介して南へ下るポワソニエール通りの､ 四本の
道路がなす交差点の北西角に立っている｡ つまり､ この小説 『居酒屋』 の登
場人物の行動範囲から考えて文字通り中心の位置を占めている｡ そこでこの
コロンブの＜居酒屋＞を中心にして､ 登場人物たちの活動の場､ とりわけ歓
楽スポットを主にした 『居酒屋』 の舞台を地理的に限定しておこう｡ なお以
下は 『居酒屋』 のテクストとプレイヤッド版へのＨ・ミットランの注記に依


















503 [  191])､ その向かいに＜カドラン・ブルー＞ (  619[  349]) があ
る｡ それから ｢サン ドニ市門のところのところにある飲み屋｣ ということ
だから､ それらの付近には＜咳する坊や＞ (  412[  65]) もクーポーがア
ルコールに溺れてからよく出かける店のようである｡
また同じくクーポーが足を運んだ＜ヴァンダンジュ・ド・ブルゴーニュ＞









先程の屠畜場の向かいで､ スタンケルク通り (旧ヴィルジニー通り) の角に
はダンスホール､ ＜エリゼ・モンマルトル＞が1807年から立っていたし､ そ
れから先のマルチール通りの角に至る前の120番地にあった＜ブール・ノワー
ル＞は1822年の創設で､ その後 『ナナ』 やゴンクール兄弟の 『ジェルミニー・



















































る｣ ＜レルミタージュ＞ (  742[  524]) というダンスホールがあった｡
ランチエとクーポーに ｢仔牛の頭｣ を堪能させたレストラン＜リラ＞はやは
りマルチール通りにあるが､ Ｌ・シュヴァリはこのマルチール通りに ｢マル
















なく訪れているので生活の北限はまだ延びる｡ 結局､ 『居酒屋』 のテクスト
には､ 1841－1845年に建てられたティエールの壁 (               )




















①＜親切館＞ ②二番目のアパルトマン ③洗濯屋兼住居 ④洗濯場 (一章)












































ところでゾラが 『繁栄』 を執筆している頃には､ 彼のアルコール中毒に関
する知識は当時の一般常識の範囲を超えるものではなかった｡ しかしアルコー
ル中毒を前面に押し出した作品を書くに当たって､ 彼はさすがにそれでは不
備だと感じたのであろう､ 専門医ヴァランタン・マニャン (1835 1916) の
名著 『アルコール中毒』 (1874)20 を重要な参考文献として取り上げ､ そこか
ら吸収したアルコール中毒に関する専門的知識を作中に反映させた｡
マニャンの著作は全五章からなるが､ そのうち 『居酒屋』 のクライマック
スに当たるクーポーの振戦譫妄のシーンについては､ 第三章の ｢発熱性振戦
譫妄｣ で詳述された諸症状が主に利用されたと推測される｡ 第四章 ｢慢性ア

































系統樹で初めて ｢アルコール中毒の発作｣､ 1893年になると ｢飲酒癖｣ とい
う言葉が記載された｡ しかしながら､ 他方でジェルヴェーズが父親アントワー
ヌ・マッカールの選択的遺伝類型として分類されていること､ それからゾラ


























(          ) ということわざを文字通り地でいくように､ たとえば ｢遺
伝アルコール中毒症者｣ (             ) という造語を使うＲ・ロムは､
アルコール中毒症者の子孫は親に輪をかけたアルコール中毒症者になると主














死ぬ目にあって､ 以来大嫌いになった｡ 酒など (      ) いまでは見るの
もいやだ｣ (              [    ]) と言う｡ これに相手も同調する｡
クーポーもみんながブランデー (       ) をなみなみとついだグ
ラスを何杯も流し込めるわけがわからなかった｡ 時々､ プラム酒
(    ) 一杯くらいなら悪くない｡ だが安物ブランデー (     )､ アブ













ねられると､ 彼は ｢無理に飲み屋に連れ込まれたときには､ おれはたいてい
















それは､ この蒸留装置の ｢首の長い蒸留器や地下に潜っている螺旋管が､ い
かにも悪魔の台所といった感じで､ 酔っぱらった労働者たちがこの前にやっ




























(     ) がおれの五臓六腑にしみわたり､ 踵までいつまでも､ いつまでも小
川みたいに流れおちて､ へ､ すてきな気分だろうぜ｡ どんなことがあったっ






















なしくて､ 一滴の酒も体に入っちゃいなかったんだ｡ それなのに､ ナナに笑
顔を見せようと振り向いたとたん､ 落っこちてやがる！…これじゃあひどい
と思わないかい？もし神様がおいでだとすりゃ､ おかしなことをなさるもん
だ｡ どう考えても合点がゆかねえ｣ と言って自分の不運を呪ってみせ､ ｢足






























り出す (  516[  208])｡ それから話は ｢クーポー一家がグット ドール通
りで過ごす4回目の冬｣ (  543[  244]) を過ごして､ 春をまた迎えてから
のことである｡ ジェルヴェーズは夫のクーポーが例のコロンブの＜居酒屋＞
で､ ｢＜長靴＞や＜網焼きビビ＞や＜辛口＞､ 別名＜飲み助＞たちと安物ブ
ランデー (     ) のおごりあいをしているところ｣ を見かけた｡
クーポーはすっかり手慣れた様子で､ 粗悪ブランデー (      ) を




















[以下の ｢後編｣ 部分は 『熊本大学社会文化研究』 第６号 (熊本大学大学院
社会文化科学研究科､ 2008年) に掲載されている]
(注)
１.                                                                           [邦訳 『ルーゴン家の誕生』 伊藤桂子訳､ 論創社､ 2003年､   51] 以下､ 本書か
らの引用については､ 本文中に題名を      と略記し､ それにページ数を付けるだけにとど
めた｡ また訳文は不都合のない限り上記邦訳をほとんど利用した｡ [ ] 内はその邦訳の該当
ページを示す｡
２.                                     [            ] 以下ゾラの草稿に


































































ある｡ 飲酒癖と怠惰の末に生まれる家族関係の解体､ 猥雑な雑居状態､ 誠実な感情の加速度的
な忘却､ そして､ あげくの果ての汚辱と死｡ これこそ､ 生きた教訓で､ それ以外のものではな
い｡｣ (                                              [邦訳 『居酒屋』
古賀昭一訳､ 新潮文庫､ 1970年､   ５])
10.                                               [邦訳 『居酒屋』 古賀昭一
訳､ 新潮文庫､ 1970年､   ８] 以下､ 本書からの引用については､ 本文中に題名を        と
略記し､ それにページ数を付けるだけにとどめた｡ また訳文は不都合のない限り上記邦訳を利
用した｡ [ ] 内はその邦訳の該当ページを示す｡
11.             《                                 》                                
12. 喜安朗 『パリの聖月曜日』 平凡社､ 1982年､        
13.                                                                     [    ]      
14.                        
15. 喜安朗､ 前掲書､           












































10 13年も時間が逆戻り､ 冬､ ３カ月
(677)､ ６月､ナナまもなく13歳


















































以下本書への参照については､ 題名を 『街路辞典』 と略記する｡
18.                                                                [     ] [『歓楽と犯罪のモンマルトル』 河盛好蔵他訳､ 文芸春秋､ 1986年] 以下本書を参
照する際､ 題名を 『モンマルトル』 と略記し､ 参照ページについては上記邦訳の該当ページも
[ ] 内に付した｡
19.                                                 
20.                                                                                  
21.           《                     》                                       
22.                              ちなみにアルコール中毒が病毒物質 (          )
によって神経系を冒されたために発症するというアルコール中毒に関する病理学は､ 19世紀半
ば以来の疾病分類学を踏襲している (                                                                                )｡
23.                     
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